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1. 略歴 

 1982年3月   東京大学文学部 I類宗教学宗教史学専門課程卒業 

 1982年4月   東京大学大学院人文科学研究科宗教学宗教史学専攻修士課程入学 

 1984年3月   東京大学大学院人文科学研究科宗教学宗教史学専攻修士課程修了 

 1984年4月   東京大学大学院人文科学研究科宗教学宗教史学専攻博士課程進学 

 1987年9月   ブリティッシュ・コロンビア大学アジア学科大学院博士課程（カナダ・ヴァンクーバー）入学 

 1990年8月   東京大学大学院人文科学研究科宗教学宗教史学専攻博士課程退学 

 1990年8月   筑波大学地域研究研究科文部技官、哲学思想学系準研究員就任 

 1993年4月   筑波大学地域研究研究科（哲学思想学系）助手昇進 

 1994年5月   ブリティッシュ・コロンビア大学アジア学科大学院博士課程修了 

 1995年4月   東京大学大学院人文社会系大学院宗教学宗教史学研究室助教授転任 

 

2. 主な研究活動 

a 専門分野 

中国古代宗教研究、祖先崇拝研究、死生観研究 

 死者儀礼・祖先崇拝といわれる宗教現象を比較文化的視点から考察することを主たる目的とし、そのための基盤

となる研究対象を中国古代に設定する。この問題関心は三層に分けることができ、まず、(A)古代中国の死ならび

に死者（祖先）に対する観念と儀礼の背後にある宗教的宇宙観と救済論を明らかにし、(B)それを通して死ならび

に死者にかかわる宗教現象の普遍的構造とメカニズムを理論化し、(C)更にそこから凡そ人間にとって死と死者が

有する意味について、現代における状況を視野に含めて、考えることを目指している。 

b 研究課題 

具体的な研究課題は以下のように区分できる。 

まず中国古代における祖先崇拝の研究（上記(A)）にかかわる分野として 

 (1) 中国の殷周春秋時代の宗教現象を出土文字資料（甲骨・金文）を用いて分析し、その意味を考える。 

 (2) 戦国・秦・漢時代の出土文字資料（簡牘・帛書・鎮墓文・画像石）を用いて、殷周時代の祖先崇拝が戦国時代

以降の死生観と他界観に変化していく様態を明らかにする。 

 (3) 殷周～隋唐時代における祖先崇拝・死者儀礼・他界観を全体的な宗教的宇宙観の中に位置づけることにより、

“死者であること（死者性）”の基本的な在り方と変化を把握する。 

 (4) 儒家を中心とする諸典籍を資料として用い、殷周時代の祖先崇拝に内在していた世界観が「孝」として思想的に

昇華され、それが中国の基本的価値観・人間観の一つとなったことを考察する。 

祖先崇拝の比較研究（上記(B)）の分野として 

 (5) 中国古代の祖先崇拝と「孝」思想の分析によって得られた洞察を出発点として、祖先崇拝という宗教現象を比較

文化的視点から検討する視座を用意する。 

 (6) 世界中の諸文化に現れる祖先崇拝を具体的に検討することによって、祖先崇拝の本質的意味と可変性を明らか

にする比較研究を行う。 

死生観と死者性に関する研究（上記(C)）として 

 (7) 諸宗教の死に関する儀礼や考えが表明している人間観や価値観は何であるのかを抽象化し、比較研究を行った

上で、 

 (8) それを現代における死の状況や生命倫理と対照させ、現代の状況を客観的・批判的に捉える視座を用意する。 

 この内、(1) (2) (4) (5)は従来からの問題関心であるが、2001年度発刊の著書の中で系統的に見解を述べることが

でき、かなりの成果を挙げえた。(3)はその問題関心から派生してきた課題であり、現在最も中心的な活動になってい

る。また、この期間の研究の進展に伴い、上記(7)(8)という研究課題が次第に関心の中心を占めるようになってきて

いる。 

c 主要業績 

(1) 論文 

池澤優、「『儀礼』特牲饋食の祖先祭祀」、市川裕編『世界の宗教といかに向き合うか 月本昭男先生退職記念献呈論

文集』第一巻、聖公会出版、2014年3月19日、180～203頁 



 

池澤優、「中国出土資料と宗教研究―公盨と禹の治水神話を中心に―」、中国社会科学院歴史研究所・財団法人東方

学会編『中国新出土資料の展開』、汲古書院、2013.8 

(2) 学会発表 

国内、池澤優、「生命倫理と伝統的文化―中国における知情同意に関する論争を題材に―」、日本生命倫理学会第二

五回年次大会大会長講演、2013.11.30 

(3) 会議主催(チェア他) 

国内、「日本生命倫理学会第二五回年次大会」、東京大学、2013.11.30～2013.12.1 

国内、「日本生命倫理学会第二五回年次大会シンポジウム「日本人の生命観と生命倫理」」、チェア、東京大学、

2013.11.30 

 

3. 主な社会活動 

(1) 他機関での講義等 

國學院大學非常勤講師、2004.4～ 

(2) 学会 

 日本宗教学会、理事。中國出土資料學會、理事。東方学会、評議員。 

(3) 行政 

東京大学医学部倫理委員会委員、東京大学医学部附属病院臨床試験審査委員会委員、東京大学医学部附属病院法的

脳死判定委員会委員。 

 

 

 

 

 

  


